
山ノ内町立山ノ内南小学校の３年生への感想 

〔児童の皆様へ〕 

 自分たちの住んでいる地域のため、ごみ拾いをするという活動を自主的に考案するとともに、実行す

る行動力に驚きました。また、そこから環境に配慮し分別をする中で資源ごみがリサイクルできること

など、学びにつなげており素晴らしいと思いました。そして、牛乳パックから、紙をつくるという取り組み

がリサイクルを学ぶ上でとても良い体験になったのではないかと考えます。 

 牛乳のふたなど、捨てられてしまうものを工夫してリサイクルしている姿に感銘を受けました。はがきづ

くりという活動が頭に浮かばなかったですし、地道な細かい作業もみんなで協力してできていてとても

凄いと思いました。 

 ごみ拾いをして、そのごみに注目して何か新しいものを作ろうという視点が面白かったです。牛乳パッ

クがあんなにも素敵な絵はがきになるなんて凄いと驚かされました。普通なら捨てられてしまうものを

人の心を動かすものへと変化させるということは素敵なことだなと感じました。ほかにもリサイクルでき

るものを探して、素敵な作品を沢山作ってみてほしいです。 

 リサイクルについて学び、リサイクルによって使わなかったものや使わなくなったものを再利用することで

「ハガキ」を作るという活動をしている点に、SDGs の基本的な学びの土台が築かれているなと感じま

した。とてもよいと思います。 

 地域探検をしたことから地域のごみを見つけ出し、ごみ拾いをすることからごみの分類を始めたこと、そ

こからさらに資源ごみが多いことに気付いて、自分たちでリサイクルしてみるその行動力が素晴らしい

と思いました。また、工場の見学や、絵葉書を作り出す時間を通して、資源ごみが様々なものに作り

変えることができるものであるということを実感できたと思います。 

 町探検でゴミが落ちていることを見つけ、牛乳パックから絵葉書を作ってみたという素敵な取り組みだ

と感じました。皆さんが作った絵葉書、とても可愛かったです。リサイクル工場にも足を運んだり、他の

小学校との交流も控えているということで、これからも応援しています。 

 考えについて調べるだけでなく、実践を行っており、とてもよかったと思います。調べた後にすぐに現場

の人の話を聞きに行くのではなく、自分たちで実際に学び、活動を通して絵ハガキを作ったという経

験はより深い学びにつながるものとなり、実践としてより良いものになったと思います。 

 自分たちでごみ拾いをして、地域の現状を理解することから学習を始めた点が良かったと思う。ごみ

がリサイクルできることを知り、実際にはがき作りに挑戦したり、工場見学に行ったりして多くのことを

学んだことが伝わった。また、発表の流れもスムーズで聞きやすく、はがき作りで作った作品を実際に

見せてくれたことで分かりやすかった。 

 自分たちの地域について、実際に町を回りながら「ゴミ」について興味を持ち、リサイクルについて学ん

でいてとてもすばらしいと思いました。また、牛乳のふたから作られた絵ハガキはどれも温かみがあり、

すてきな作品でした。私も、捨てようと思っているものについてもう一度何か使い道はないかなと考え

ていきたいと思います。これからも、ゴミやリサイクルについて考えて、みなさんの生活や地域を大切に

していってください。 

 牛乳のふたからはがきを作れるということから、制作活動を実際に牛乳のふたを原料とした紙を使っ



ているのがとても面白いと思いました。それに加えて紙で満足せず、プラスチックの再利用についても

工場を訪れて調べていることからも皆さんのリサイクルに対する意識の高さを感じ取れました。 

 ゴミの収集からリサイクルの仕組み、リサイクルとは何なのか、自分たちのできることは何かについて考

えていて素晴らしいと思いました。集めたものを使ってモノづくりをすることで自分たちの作品を作ってい

いたのが印象に残っています。主体性をもって活動ができていてよいと思いました。 

 地域のごみ拾いから「資源ごみ」に注目し、自分たちで実践やリサイクルセンターの見学を通してリサ

イクルの価値に気づけていることが素晴らしいと思いました。ごみの問題は地球環境に関連した重要

な課題であるので、皆さんのような積極的な姿勢が必要だと思いました。 

 地域のゴミ問題に注目して、調査を進めていたのがとても印象的だった。日本のゴミ問題は以前より

改善しているのだが、それでもいまだ無視できない問題ではある。ゴミを拾う姿を地域の人が見て、そ

れをきっかけに地域住民ともつながりを作ることができる良い取り組みだと感じた。 

 自分たちの身近なものでどのような工夫が出来るかを考えて取り組めているところが素晴らしいと思

います。リサイクルは今回行った牛乳パックを使ったはがきづくり以外にもたくさんあると思うので、今

回学んだことを今後の学習にも生かして、リサイクルの輪を広めていってください。 

 私も小学校の総合の授業で「もったいない」を中心に活動を行いました。そこで、「いらないものとは

活用方法を思いついていないだけ」の言葉が印象に残っています。そして、山ノ内南小学校の皆さん

の発表を聞いて、この言葉を思い出しました。自分の部屋でライブを聴いていて、自分の周りを見て、

「もっとよくつかえるな〜」と思いながらこれから皆さんの発表に基づいて使っているものをもっと考えた

いと思いました。とても良かった発表でした。 

 身の回りの問題があり、それを解決していくことがすごいなと思いました。また、実際にごみの再利用

をすることにより、再利用の有用性について考えられる良い機会であると感じました。よく再利用がで

きると聞きますが、実際に再利用をしているところは見たことがなかったので分別を行いたいと思いまし

た。また、この活動を全国に広めていってください！ 

 

〔教職員の皆様へ〕 

 牛乳のふたからはがきがつくれるということを初めて知りました。自分たちで仕分けを行って自分たちで

作ったはがきに今までゴミになっていた紙を使い絵葉書を作るという活動もすべてがリサイクルであり

面白い活動だなと思います。資源ごみというリサイクルされるごみを調べていくことで自分たちの出す

ゴミがどのようにリサイクルされるのかを知っていくことができるのがよいなと思いました。 
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